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問題と目的

令和 2年度の内閣府青少年のインターネット利用環

境実態調査（内閣府，2021）によれば、高校生のイン

ターネット利用率は、男子で 98.5％、女子で 99.3％

であり、全体の 98.9％がインターネットを利用して

いる。もっとも利用の多い「スマートフォン」での内

容を見てみると、高校生男子では、多い順にコミュニ

ケーション（メール、メッセンジャー、ソーシャルメ

ディアなど）が 91.5％、動画視聴が 89.1％、ゲーム

が 88.7％となっている。一方、高校生女子では、コ

ミュニケーションが 95.2％、動画視聴が 90.3％、音

楽視聴が 87.1％である。こうしたインターネット利

用についての調査としては、内閣府（2023）による青

少年のインターネット利用環境実態調査のような大規

模なものや、小・中学生のインターネット利用（津田

他，2015）、中学生の SNS利用（佐久間，2020；佐

久間他，2021）、中高生のインターネット利用（伊藤，

2011；豊田，2015）、高校生のインターネット利用

（西村・遠藤，2009）、大学生のインターネット利用

（北田，2019）、大学生のスマートフォン利用（都筑他，

2020；松田，2020；正司・吉村，2020）、大学生の

Twitter 利用（宮代，2019；若山，2019）大学生の

SNS利用（青山，2018：飯田，2020；二口他，2020；

北見・清水，2019；高谷，2017；山下・松林，2015；

中村，2017）など、その利用実態についての調査も数

多く行われてきている。

そして、こうした調査においても明らかにされてき

た社会的なコミュニケーションの変容に伴い、インター

ネットの過度な利用と、それに伴い生活や健康に支障

をきたす、いわゆるインターネット依存と呼ばれる問

題も指摘されるようになった。

Griffiths（2005）によれば、インターネット使用に

は、耐性（tolerance）、重要視（salience）、気分の変

化（mood modification）、引きこもり（withdrawal）、

葛藤（conflict）、再発（relapse）といった、薬物依

存に近い次元（dimension）が含まれており、インター

ネット依存は、薬物依存に近い特徴を示す。Young

（1998）もこの点を指摘し、インターネット依存は社

会的にも注目されている。日本においても、インター

ネット依存に関する研究は多く認められる（たとえば

藤井，2019；井上・小嶋，2018；稲垣他，2017；片山・

水野（松本），2016；宮城他，2020；澤井・福岡，

2018；瀧，2016；田ノ上・田邊，2020；鄭・野島，

2008など）。

Young（1998）は、こうしたインターネット依存の

程度を測定するための 20 項目からなる Internet

Addiction Test（IAT）を提案した。IATでは、それ
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ぞれの項目に対し、たとえば、「睡眠時間をけずって、

深夜までインターネットをする（Do you lose sleep

due to late night log-ins?）」ことが、「全くない（not

at all）：1」から「いつもある（always）：5」の 5件

法で回答を求めることにより，20項目の合計点によっ

て回答者のインターネット依存の程度を判定する。た

とえば、この合計点が 70点以上であれば、生活に重

大な影響をもたらす高いインターネット依存であると

判定される。

IATは、基本的にはその 20項目の「総点」がイン

ターネット依存の程度を表すと考えられているが、一

方で、その多因子構造を指摘する研究もあり（たとえ

ば川原，2021）、岡安（2016）によれば、その因子構

造は、文化的背景や対象者の属性によって異なってい

るとされている。

川上（2022）は、高校生、特に、内閣府（2021）の

調査においても、男子に比べて、よりインターネット

の使用率の高い女子高校生に焦点を当て、IATを実

施し、改めて因子分析を行った。日本の女子高校生

49名を対象としたデータを用い、最小二乗法、Promax

回転による因子分析を行った結果、「囚われ」（「イン

ターネットをしていないときでもインターネットのこ

とばかり考えていたり、インターネットをしていると

ころを空想したりすることが」、「次にインターネットを

するときのことを考えている自分に気がつくことが」）、

「過剰使用」（「インターネットをする時間を減らそう

としても、できないことが」、「インターネットをして

いるとき「あと数分だけ」と言っている自分に気がつ

くことが」など）、「本業怠慢」（「インターネットをす

る時間を増やすために、家庭での仕事や役割をおろそ

かにすることが」、「インターネットのために、仕事の

能率や成果が下がったことが」、など）、「気晴らし」

（「インターネットをしていないと憂うつになったり、

いらいらしたりしても、再開すると嫌な気持ちが消え

てしまうことが」、「日々の生活の心配事から心をそら

すためにインターネットで心を静めることが」）、「ネッ

ト優先」（「誰かと外出するより、インターネットを選

ぶことが」、「配偶者や友人と過ごすよりも、インター

ネットを選ぶことが」）の 5つの因子が抽出された。

さらに、川上・井上（2023）は、日本の大学生 196

名を対象に、IATを実施し、改めて因子分析を行っ

た。その結果、「囚われ」（「次にインターネットをす

るときのことを考えている自分に気がつくことが」、

「インターネットをしていないときでもインターネッ

トのことばかり考えていたり、インターネットをして

いるところを空想したりすることが」）、「本業劣後」

（「インターネットのために、仕事の能率や成果が下がっ

たことが」、「インターネットをしている時間が長いと

周りの人から文句を言われたことが」など）、「依りど

ころ」（「インターネットをしていないと憂うつになっ

たり、いらいらしたりしても、再開すると嫌な気持ち

が消えてしまうことが」、「インターネットの無い生活

は、退屈でむなしく、つまらないものだろうと恐ろし

く思うことが」など）、「過剰使用」（「インターネット

をする時間を減らそうとしても、できないことが」、

「インターネットをしているとき「あと数分だけ」と

言っている自分に気がつくことが」）、「ネット優先」

（「誰かと外出するより、インターネットを選ぶことが」、

「配偶者や友人と過ごすよりも、インターネットを選

ぶことが」）の 5つの因子が抽出された。このように、

青年期の日本人を対象に Young（1998）の IATが実

施され、その因子構造については、ある程度明らかに

なってきていると言える。

また一方で、インターネット利用の多くの割合を

SNS上でのコミュニケーションが占めることを受け、

SNSに関わる心理学的な研究も増加している（たと

えば藤井，2021；正木，2018；西村，2020）。

川上（2023）は、SNS を Twitter, Instagram,

LINE等と定義したうえで、SNSの使用に対する態

度について独立に測定することを意図した尺度を構成

することを目ざした。このため、複数の先行研究（た

とえば、藤・吉田，2009；濱口・金子，2021；久保他，

2015；前田，2021；松島他，2017；能仁他，2022；小

倉・藤本，2019；大野，2019；岡安，2016）で用いら

れている、インターネット、スマートフォン、SNS等

の使用に関する尺度について、表記の統制や項目の修

正を行ったうえで、高校生、大学生、大学院生合計

190人を対象にデータを収集した。最尤法、Promax

回転による因子分析の結果、「ネガティブ表出」、「依

存的使用」、「対比ネガティブ」、「賞賛希求」、「拒否不

安」、「暴露不安」、「ハードルの低さ」、「継続義務感」、

「炎上容認」、「情報共有」の 10因子 53項目からなる

SNS使用態度尺度が構成された。

インターネット依存、と言われるような社会的問題

は、どのような態度から生まれるのか、本研究ではこ

れを明らかにすることを目的とする。そのため、川上

（2023a， 2023b）の SNS 使用態度尺度と、Young

（1998）によって作成された Internet Addiction Test

（IAT）とを同時に実施する。そして、インターネッ

ト依存とされているような行動傾向が、どのような
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SNS使用態度と関連をしているのかについて分析す

ることを目的とする。

方法

調査実施日

調査は 2022年 8月から 2023年 9月に実施された。

調査対象者

近畿圏の女子高校に所属する高校生 39名（女性 38

名、性自認不明 1名）、中部圏の大学に所属する大学

生 50名（男性 27名、女性 20名、性自認不明 3名）、

近畿圏の大学院に所属する大学院生 2名（男性 2名）

が調査に参加した。調査対象者の年齢は 17歳から 23

歳であり、平均年齢は 19.0歳（SD＝1.72）であった。

質問紙の構成

本研究で取り扱う質問紙は、①川上（2023a，2023b）

によって作成された SNS 使用態度尺度、②Young

（1998）によって作成された Internet Addiction Test

（IAT）の 2つの尺度を含んでいた。

①川上（2023a，2023b）の SNS使用態度尺度（53

項目）については、ネガティブな内容・感情を SNS

で表出する態度である「ネガティブ表出」（11項目）、

SNSに対して依存的な態度である「依存的使用」（6

項目）、SNS上の他者との比較によりネガティブにな

る態度である「対比ネガティブ」（5項目）、SNS上

で賞賛されることを求める態度である「賞賛希求」（5

項目）、SNS上での批判等を心配する態度である「拒

否不安」（6項目）、SNS上での暴露に対して不安を

感じる態度である「暴露不安」（7項目）、SNS上で

のやり取りにハードルの低さを感じる態度である「ハー

ドルの低さ」（2 項目）、SNS上でのやり取りの継続

を義務と感じる態度である「継続義務感」（3項目）、

SNS上でのトラブルを容認する態度である「炎上容

認」（5項目）、SNS 上でのやり取りは情報のやり取

りであるとする態度である「情報共有」（3項目）の

10の下位尺度からなる尺度である。ただし、本研究

においては、川上（2023）で参加者に呈示された因子

分析実施前の 72項目がそのまま呈示された。

これらの項目に対して、「全くあてはまらない（1）」

から、「よくあてはまる（5）」までの 5件法で回答が

求められた。項目は一通りのランダムな順番で配置さ

れ、評定が求められた。

②Young（1998）によって作成された Internet

Addiction Test（IAT：20項目）については、「イン

ターネット」に対する依存の程度を測定するための尺

度である。「気がつくと思っていたより、長い時間イ

ンターネットをしていることが」のように、文の途中

で止められた質問項目に対して、「全くない（1）」、

「ときどきある（3）」、「いつもある（5）」の 5件法で、

普段の生活についての評定を求めるものであった。項

目は一通りのランダムな順番で配置され、評定が求め

られた。

手続き

大学教員が担当する、高校生向けの心理学系講義の

講義時間中（2022年 8月）、大学生向けの心理学系集

中講義（2023年 8月）、大学院生向けの心理学系集中

講義（2023年 9月）に質問紙が配付され、調査対象

者は集団でこれに参加した。調査対象者には個人ペー

スでこれらに回答することが求められた。

結果

各尺度得点の算出

SNS使用態度について、川上（2023a，2023b）が

構成した尺度に倣い、尺度構成を行った。すなわち、

「ネガティブ表出」、「依存的使用」、「対比ネガティブ」、

「賞賛希求」、「拒否不安」、「暴露不安」、「ハードルの

低さ」、「継続義務感」、「炎上容認」、「情報共有」の

10の下位尺度について、それぞれ適切な逆転を施し

た上で、平均点を下位尺度得点とした。これらの平均

値、標準偏差、α係数について算出し、表 1に示した。

α係数は、「情報共有」が .412,「炎上容認」が .567

とかなり低い値であったが、それ以外の下位尺度につ

いては、いずれも .70以上の値が得られた。

Young（1998）によって作成された IATについて

は、まず全 20項目の平均点を算出し、これを個人の

IAT得点とした。さらに、川上・井上（2023）の分

析結果に倣い、尺度構成を行った。すなわち、「囚わ

れ」、「本業劣後」、「依りどころ」、「過剰使用」、「ネッ

ト優先」の 5つの下位尺度について、それぞれ適切な

逆転を施した上で、平均点を下位尺度得点とした。こ

れらの尺度得点の平均値、標準偏差、α係数について

算出し、表 1に示した。α係数は、IAT得点で .897、

川上・井上（2023）に基づく下位尺度構成においては、

「依りどころ」が .566とやや低い値を示したが、それ

以外については、いずれも .60以上の値が得られた。

SNS使用態度尺度と IATとの相関

SNS使用態度の各下位尺度について、IAT得点、

およびその下位尺度得点との相関係数を算出し、この

結果を表 2に示した。なお、相関係数については、
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Cohen（1992）に倣い、｜r｜＝.10を効果量小、｜r｜＝

.30を効果量中、｜r｜＝.50を効果量大と判断した。

以下、効果量中以上の有意な相関について列挙する。

まず IAT得点については、ネガティブ表出、依存

的使用、ハードルの低さとの間に、効果量大の有意な

正の相関が認められた。また、対比ネガティブ、賞賛

希求、拒否不安との間に、効果量中の有意な正の相関

が認められた。

IATの下位尺度得点に関しては、囚われが、ネガ

ティブ表出、依存的使用、賞賛希求との間に、効果量

中の有意な正の相関を示した。本業劣後は、ネガティ

ブ表出、依存的使用、対比ネガティブ、賞賛希求、拒

否不安、暴露不安、ハードルの低さとの間に、効果量

中の有意な正の相関を示した。また、依りどころにつ

いては、ネガティブ表出、依存的使用、ハードルの低

さとの間に、効果量中の有意な正の相関を示した。過

剰使用については、依存的使用との間に効果量大の、

ネガティブ表出、賞賛希求、ハードルの低さとの間に

効果量中の、有意な正の相関を示した。ネット優先に

ついては、ネガティブ表出との間にのみ、効果量中の

有意な正の相関を示した。

考察

本研究では、川上（2023a，2023b）の SNS使用態

度尺度と、Young（1998）によって作成された IAT

尺度との関連について、検討を行った。IAT尺度全

20項目の平均値に基づいた IAT得点に関しては、ネ

ガティブ表出、依存的使用、対比ネガティブ、賞賛希

求、拒否不安、ハードルの低さとの間に相関が認めら

れたが、継続義務感、炎上容認、情報共有との間には、

相関が認められなかった。Young（1998）の言うよう

な依存的なインターネットの使用は、SNS上で、ネ

ガティブな感情を表出する一方で、他者との比較によっ

てネガティブになってしまう使用態度や、SNS上で

賞賛されることを希求したり、拒否されることを不安

に感じたりするような使用態度とは関連するが、

SNS上でのやり取りは継続しないといけない、といっ

た義務感や、SNS上での炎上を容認するような使用

態度とは関連しないことが明らかとなった。近年、イ

ンターネット上での「炎上」がメディア等にも取り上

げられることが多いが、IAT得点の相関を鑑みると、

こうした炎上はインターネット依存傾向をもつことに

起因するわけではないと考えられるかもしれない。一

方で、承認されたい欲求については、それが依存的な

使用につながる可能性が高いことが示されたと言える。
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また、ハードルの低さとの間には相関が認められる

が、情報共有との間には、相関が認められなかった。

ハードルの低さや情報共有は、「使いやすいから使う」、

「情報共有に便利だから使う」といった、比較的ニュー

トラルな使用の「理由」であると考えられる。ハード

ルの低さと相関が認められていることは、使いやすい

から使っているということが、インターネット依存と

も捉えられる過剰な使用につながりやすいことを示し

ている。

一方、情報共有に便利、という使用の目的が明確な

使用の場合には、過剰な使用には繋がりにくいのかも

しれない。こうした傾向は、IATを下位尺度に分け

て行った検討においても概ね示されているが、下位尺

度としての「過剰使用」については、情報共有と r＝

.214 の相関を示しており、この相関をどのように解

釈するかについては、注意が必要であろう。今後、さ

らにデータ数を増やして検討することが必要であると

考えられる。

また、IAT下位尺度の囚われは、依存的使用との

相関が認められるが、同じく下位尺度のネット優先に

ついては、そうした相関が認められない。つまり、

SNS態度尺度における依存的使用は、必ずしも対人

関係よりも SNS等を優先するという態度を表してい

るのではなく、たとえば、どんな場面でもインターネッ

トのことに想いを馳せるような態度を表していると考

えることができる。そして、このネット優先が、ネガ

ティブ表出と関連していることは、対面での対人関係

を回避しつつ、ストレスに感じることを SNS上で発

信することでカタルシスを得るといった、対人関係を

避ける傾向の存在を示している可能性もある。さらに

は、成すべき本業を後回しにして、インターネットを

使用してしまう、本業劣後については、ネガティブ表

出や賞賛希求とも相関が高く、SNS上でネガティブ

な感情を表出してカタルシスを得ることや、他者から

の賞賛を得ることで満足を感じるという態度が、この

成すべき本業を後回しにしてしまう傾向と関連してい

ることが示唆される。すなわち、こうしたカタルシス

や満足感が高いことがもたらす快が、本業を成すこと

よりも、インターネットを使用することを選択、選好

することにつながるのだと考えることができる。

本研究から、インターネットの依存がどのような態

度と関連しているのかについての知見を得ることがで

きたと考えられる。ただし、本研究の結果は、調査対

象者も少なく、相関についての分析のみを行っており、

より多くのデータに基づく仔細な検討が必要であると

考えられる。また、 IAT の因子分析を行った川上

（2022）と川上・井上（2023）とでは、若干異なる因

子分析結果が得られている。川上（2022）では高校生、

川上・井上（2023）では大学生が調査対象とされてお

り、こうした対象者の年齢あるいは属性が、因子分析

結果の差異につながった可能性もある。したがって、

十分なデータ数を集めるとともに、対象者の年齢ある

いは属性ごとに、検討を行うことも必要であろう。ま

た、井上・川上（2022）は、質問紙によって測定され

る、主観的なスマートフォンの使用時間と、スマート

フォンのアプリの使用状況に基づく客観的な使用時間

との間にズレが存在することを明らかにしている。そ

うした意味では、Young（1998）の IATで測定され

るインターネット依存の傾向性について、それがどの

程度客観的に正確なものであるのかについては、疑問

－ 34－

表 2 SNS使用態度尺度と IAT（川上・井上，2023による）との相関係数



の余地もある。こうした点を考慮した、客観的な依存

傾向の測定なども併せて、今後、より多くのデータの

蓄積、分析の蓄積が求められる。
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Abstract

Kawakami（2023a, 2023b）constructed a comprehensive scale that can measure Attitude toward SNS

Usage with data of high school and university students. This scale consists of “To Express Negative Feel-

ings”, “Dependent Use”, “To Contrast with Others and Be Negative”, “To Seek Praise”, “Rejection Anxiety”,

“Anxiety for Exposure”, “Low Hurdles”, Sense of Obligation to Continue”, “Acceptance of Backlash”, and

“Information Sharing”. On the other hand, Young's（1998）Internet Addiction Test（IAT）is a scale for

measuring the degree of Internet addiction. Kawakami & Inoue（2023）administered IAT to university

students, and factor analysis was conducted on the data. As a result, five factors were extracted: “Captured”,

“Postponing Main Duty”, “Internet as Haven”, “Excessive Use”, and “Internet Priority”. In this study, we

examined the correlation between Kawakami’s（2023a, 2023b）SNS usage attitude scale and Young’s（1998）

IAT. The results of the correlation analysis showed that “Backlash” on the Internet is not necessarily caused

by a tendency to become addicted to the Internet use.

Keywords: Internet Addiction, IAT（Internet Addiction Test）, Attitude toward SNS Usage, Backlash


